
高知県

個 別 事 業 名

先 駆 性

所 要 見 込 額 1,164,000 円

事業の趣旨・目的

【主な事業内容】

・乳幼児健診受診に対する理解の促進を図るためのポスターを作成し、県内の事業所に

掲示を依頼

・県民に対し、乳幼児健診に関する周知・広報活動を実施

・企業関係団体を通じた、乳幼児健診をはじめとする様々な子育て支援策の周知活動

（９）企業の子育て支援の促進（乳幼児健診を活用した子育て支援事業）

○全事業所のうち従業者100人未満の事業所が99%を占める本県では、20～40代の正

規雇用者の46%が年収300万円以下であることなども背景に、経済面での安定を求め、

25～44歳の子育て中の女性の有業率が66.7％（全国9位）と高い状況にある。

　このため、子育て中の女性の就労環境の整備は重要な課題であり、県としても、独自

の企業認証制度など、環境整備の取り組みを進めている。

○こうした中で、本県の乳幼児健診の受診率は低迷が続いており、これまでも県と市町

村が連携し受診促進の取組を行うものの受診率は全国最下位であることから、未受診の

理由を調査したところ、「仕事があり平日に休めない」が最多であった。

○乳幼児健診は、1歳6か月・3歳という発達の重要な節目において、医師をはじめ保健

師や栄養士など様々な専門職が発育状況を確認し、相談・アドバイスを行うとともに、

支援の必要な子どもを把握し、地域での保健師等の支援活動に確実につなげるなどの重

要な場であり、受診率向上に向けては、企業側の環境整備も求められる。

○このため、こうした健診の意義や必要性を広く県民に啓発するほか、雇用主を含む事

業所全体が理解を深め、就業者に受診を促すなどの環境づくりが進むよう、企業に向け

た啓発活動を推進する。

○さらに、この取り組みを契機に、県が独自に取り組む子育て支援企業への各種の助成

制度や、子育て女性の再就職支援制度なども併せて周知していくことで、子育て世代が

働きやすい雇用環境の整備を促進する。

　子育て相談の場であり子どもの発達を確認する場でもある乳幼児健診の受診率が全国

最下位であることに加え、共働きが多く子育てしやすい地域づくりのためには仕事と育

児の両立支援が欠かせないという本県の実情を踏まえた新たな取り組みであり、乳幼児

健診を契機に、子育て支援に取り組む企業への様々な支援制度をＰＲし、企業の子育て

支援環境の整備促進につなげていくなど、本県独自の工夫を取り入れて実施する。

◆Ｈ23年度乳幼児健診受診率 

 

<1歳6か月児健診> 

高知県85.0％（全国94.4％）47位 

<3歳児健診>   

高知県80.1％（全国91.9％）47位 
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◆主な未受診理由 （複数回答）※高知県健康対策課調査(H25年実施)  


